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大
嶋
医
院（
大
分
市
）の
事
業
を
継
承
し
ま
す

　

医
療
法
人
大
和
会
大
嶋
医
院
は
、
こ
の

度
、
社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
に
合
併
委
譲
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
嶋
医
院
は
明
治
43
年
、
祖
父 

大
嶋
重

雄
が
当
時
の
竹
中
村
に
開
設
し
、
父 

一
海
、

私
と
継
承
し
、
１
１
５
年
間
地
域
の
人
々
の

病
気
診
療
、
健
康
管
理
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
開
設
は
、
当
時
の
竹
中
村
の
家
並
の
一
段

高
い
所
、
住
宅
の
玄
関
脇
に
大
嶋
医
院
の
看

板
が
あ
り
、
玄
関
を
開
け
る
と
土
間
の
奥
一

段
高
く
、
四
畳
半
程
の
畳
敷
き
の
待
合
室
、

中
央
の
火
鉢
に
、
冬
は
皆
さ
ん
群
が
り
暖
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
奥
に
板
張
り
の
診
察

室
、
診
察
台
と
机
が
あ
り
、
こ
こ
で
祖
父
は

診
療
し
て
い
ま
し
た
。
待
合
室
を
挟
ん
で
反

対
側
に
受
付
と
調
剤
室
が
あ
り
、
若
い
看
護

師
が
か
い
が
い
し
く
働
い
て
い
ま
し
た
（
私

が
子
供
の
頃
よ
く
か
わ
い
が
っ
て
貰
っ
て
い

ま
し
た
）。

　
祖
父
は
寛
大
な
人
で
、
薬
代
の
代
わ
り
に

大
根
、
里
芋
、
白
菜
や
花
、
木
の
苗
を
持
っ

て
来
る
人
も
歓
待
し
、
村
の
人
に
信
頼
さ
れ

慕
わ
れ
て
い
た
様
で
す
。

　

戦
後
父 
一
海
が
復
員
し
、
診
療
所
を
継

承
す
る
と
祖
父
は
竹
中
村
の
村
長
に
就
任
、

寒
村
の
活
性
化
を
図
り
、
治
山
治
水
、
道
路

整
備
、
橋
梁
建
設
等
に
余
生
は
取
り
組
ん
で

い
た
様
で
す
。

　
父
は
医
療
一
筋
の
人
で
、
外
来
診
療
が
終

わ
る
と
山
の
奥
の
方
迄
往
診
に
出
掛
け
、
帰

る
の
は
真
夜
中
に
な
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま

し
た
。
県
病
や
日
赤
以
外
に
外
科
手
術
を
す

る
医
療
機
関
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
頃
、
外
科

出
身
の
父
は
胃
腸
、
盲
腸
等
消
化
器
疾
患
の

手
術
の
他
、
乳
癌
、
骨
折
の
手
術
、
産
婆
さ

ん
に
頼
ま
れ
て
帝
王
切
開
し
た
こ
と
も
何
度

か
あ
り
ま
す
。
手
術
は
何
れ
も
局
麻
下
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
入
院
設
備
が
無
か
っ
た
当
初
、
術
後
の
患

者
を
隣
の
勝
光
寺
（
今
を
時
め
く
南
こ
う
せ

つ
の
生
家
）
の
本
堂
に
収
容
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
朝
に
な
る
と
和

尚
さ
ん
が
患
者
さ
ん
の
枕
元
で
鐘
を
叩
き
、

お
経
を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
っ
た
様
で
す
。

　

入
院
設
備
を
整
備
し
て
か
ら
は
、
外
来
、

入
院
、
手
術
、
往
診
、
介
護
施
設
の
回
診
と

多
忙
を
極
め
、
大
学
病
院
、
公
立
病
院
に
勤

務
し
て
い
た
私
に
度
々
手
伝
い
の
催
促
が
あ

り
、
昭
和
52
年
よ
り
一
緒
に
診
療
す
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
診
察
は
適
宜
手
分
け
し
、
一

緒
に
手
術
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
父
も
転
倒
、
頚
椎
損
傷
に
て
診
療

不
可
能
と
な
り
、
私
一
人
で
の
診
療
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
４
年
頃
に
は
診
療
所
も
老
朽

化
し
、
医
療
器
材
も
交
換
の
時
期
と
な
っ
た

為
、
地
域
の
人
々
の
御
協
力
を
得
て
、
現
在

の
場
所
に
新
た
に
医
療
法
人
大
和
会
大
嶋
医

院
を
建
設
致
し
ま
し
た
。

　
当
時
「
大
野
川
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
調

和
し
た
造
り
は
地
域
住
民
に
や
す
ら
ぎ
と
安

心
感
を
与
え
る
空
間
」
と
し
て
大
分
市
長
よ

り
表
彰
さ
れ
、
竹
中
は
も
と
よ
り
、
戸
次
、

判
田
、
吉
野
、
犬
飼
、
臼
杵
、
大
分
市
よ
り

患
者
さ
ん
が
受
診
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
地
域
柄
、
腰
痛
、
肩
関
節
痛
、
膝
関
節
痛

を
訴
え
る
方
が
多
く
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
大
学
病
院
時
代
研
究
し
た
針
治
療
で
痛
み

を
治
療
す
る
一
方
、
前
々
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
吉
野

診
療
所
の
中
野
先
生
に
御
助
言
を
頂
き
帰
巖

会
よ
り
理
学
療
法
士
を
派
遣
し
て
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
希
望
の
方
も
日
々
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
現
状
で
は
、
日
常
の
診
療
は
帰
巖
会
の
ベ

テ
ラ
ン
医
師
松
尾
先
生
、
神
経
内
科
の
専
門

医
永
松
先
生
、
そ
し
て
私
が
交
代
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
タ
ッ
フ
、
器

材
共
増
え
、
弊
院
の
治
療
の
大
き
な
柱
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
又
、
看
護
師
、
医
療
事

務
職
員
は
永
年
弊
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
患

者
さ
ん
と
は
顔
見
知
り
の
人
も
多
く
、
お
互

い
信
頼
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
嶋
医
院
は
地
域

の
人
々
、
弊
院
の
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
関
連

の
皆
様
方
の
御
理
解
、御
協
力
で
地
域
医
療
、

福
祉
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
竹
中

に
帰
っ
て
48
年
、
今
後
も
体
力
知
力
の
続
く

限
り
少
な
く
と
も
後
２
年
間
、
通
算
50
年
間

は
郷
里
に
尽
く
し
度
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
当
分

診
療
ス
タ
ッ
フ
に
加

わ
り
ま
す
が
、
医
療

法
人
大
和
会
大
嶋
医

院
は
社
会
医
療
法
人

帰
巖
会
に
委
護
、
大

和
会
は
発
展
的
解
消

し
、
社
会
医
療
法
人

帰
巖
会
大
嶋
医
院
と

し
て
、
従
前
に
も
増

し
て
、
地
域
医
療
福

祉
に
貢
献
致
す
所
存

で
す
。

医
療
法
人
大
和
会
理
事
長
　
　
　
　

大
嶋
　
和
海

医
療
法
人
大
和
会
大
嶋
医
院
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
大
嶋
医
院
へ
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志
の
承
継

大
嶋
医
院
開
設
準
備
室
　
リ
ハ
ビ
リ
担
当
　
三
浦
　
剛

社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
会
長
　
　
　
　

松
尾
　
則
義

　
大
嶋
医
院
は
４
月
よ
り
社
会
医
療
法
人
帰

巖
会
の
仲
間
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
の「
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
永
年
、

熱
意
を
持
っ
て
診
療
を
続
け
て
来
ら
れ
た
医

療
機
関
で
す
。
数
年
前
に
大
嶋
先
生
よ
り
、

継
承
を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
な
ど
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら

に
医
師
・
看
護
師
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
医
療
は
高
度
に
専
門
化
さ
れ
て
い

て
、
医
療
の
水
準
は
飛
躍
的
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
専
門
分
化
に
よ
っ
て
複
雑
化
し
て

い
る
一
方
、
患
者
さ
ん
の
認
識
は
そ
れ
ほ
ど

変
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

従
っ
て
地
域
中
核
病
院
に
か
か
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
、
持
病
以
外
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た

時
に
ど
こ
に
か
か
っ
て
よ
い
か
迷
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
地
域
の
診
療
所
や
病

院
で
診
療
し
て
い
る
私
た
ち
で
も
患
者
さ
ん

を
紹
介
す
る
と
き
に
、
ど
こ
の
病
院
の
何
科

に
紹
介
し
て
よ
い
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
嶋
医
院
は
以
前
か
ら
中
核
病
院
と
密

に
連
絡
を
と
ら
れ
て
お
り
、
中
核
病
院
へ
の

紹
介
の
時
の
受
け
入
れ
も
よ
く
、
逆
紹
介
も

ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
今
後
と
も
こ
の
連
携
を
続
け
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
医
療
・
福
祉
界
に
お
け
る
最
大
の

問
題
は
人
材
確
保
で
す
。
残
念
な
が
ら
大
嶋

医
院
で
は
人
手
不
足
の
た
め
に
入
院
ベ
ッ
ド

が
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。
中
核
病
院
に
紹
介

し
な
く
て
も
経
過
を
見
て
い
け
る
人
を
当
院

で
の
入
院
で
経
過
観
察
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
中
核
病
院
か
ら
直
接
家
に
帰
す
に
は
体
力

的
に
無
理
が
あ
る
方
を
当
院
で
み
て
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
で
回
復
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
な
る
べ
く
早
く
入
院
ベ
ッ
ド
を
稼
働
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
欧
米
と
比
較
し
て
寝
た
き
り
高

齢
者
が
格
段
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
。
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
で

「
あ
れ
は
危
な
い
、こ
れ
は
危
な
い
」と
い
っ

て
、
高
齢
者
の
活
動
を
制
限
し
て
い
る
た
め

に
気
力
と
体
力
が
落
ち
て
く
る
か
ら
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

つ
つ
、
地
域
住
民
の
方
が
今
ま
で
過
ご
し
て

き
た
地
域
で
少
し
で
も
長
く
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
達
に
ま
す
ま
す
親
し
ま

れ
、
か
か
り
や
す
い
医
療
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
ご
指
導

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
嶋
医
院
は
、
竹
中
は
も
と
よ
り
大
南
地

域
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
地
域
の
医
療
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
嶋
和

海
先
生
の
御
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
帰
巖
会
は

こ
の
志
を
引
き
継
ぎ
新
た
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
医
療
で
の
外
来
リ
ハ

に
加
え
、
介
護
保
険
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
①
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１

時
間
以
上
２
時
間
未
満
）
②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
す
。

①�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
１
時
間
以
上
２
時
間
未
満
）
と
は

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
わ
ゆ

る
デ
イ
ケ
ア
の
こ
と
で
す
。（　
）
で
表
記

し
て
お
り
ま
す
１
時
間
以
上
２
時
間
未
満
と

は
デ
イ
ケ
ア
の
提
供
時
間
の
こ
と
を
指
し
て

い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
朝
か
ら
通
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
食
事
（
昼
食
）・
入

浴
等
の
各
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
夕
方
に
帰
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今

回
開
始
予
定
の
デ
イ
ケ
ア
と
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
食
事
・
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
必

要
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み
を
希

望
さ
れ
る
方
に
特
化
し
た
デ
イ
ケ
ア
と
な
り

ま
す
。
２
時
間
未
満
の
時
間
の
中
で
、
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
、
専
門
職
に
よ

る
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
30
分
程

度
）
や
マ
シ
ン
等
を
使
用
し
た
運
動
・
物
理

療
法
を
行
い
ま
す
。

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

リ
ハ
専
門
職
が
自
宅
へ
伺
い
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
に
な
り
ま
す
。
自

宅
か
ら
出
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
（
通
院
・

通
所
が
困
難
）
の
方
が
主
な
対
象
に
は
な
り

ま
す
が
、
自
宅
内
や
自
宅
周
辺
の
屋
外
で
の

移
動
動
作
能
力
の
改
善
・
実
際
の
生
活
場
面

で
の
生
活
動
作
の
改
善
等
（
ト
イ
レ
動
作
・

入
浴
動
作
・
家
事
動
作
等
）、
実
際
に
生
活

を
行
う
場
所
で
の
動
作
能
力
の
改
善
を
目
的

と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま

す
。

　
こ
の
２
つ
の
新
規
の
事
業
に
お
い
て
は
、

基
本
的
に
は
介
護
保
険
認
定
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
興
味
・
利
用
希
望
が
あ
る
方
は
、

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
も
し
く
は
大
嶋
医
院
リ
ハ
ビ
リ
担

当
者
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
竹
中
地
域
を
は
じ
め
大
嶋
医
院
を
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
・
安
全
に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
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　直耕団吉野診療所は、「地域住民と同居す
るかかりつけ家庭医」を理念に、診療だけで
なく、地域の健康を守る会やほたるを守る会
などに参加し地域と共に歩んで来ました。

　成道山　見星禅寺。創建は寛永11年
（1634）臼杵三代藩主稲
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され開山し以来390年法灯
を護持し十八世の今日に至ります。今回
は十八世住職　安藤恵聡さんをご紹介し
ます。

【僧侶として生きる】

　臼杵市で生まれ、幼い頃から高校まで
野球に情熱を注ぎ、卒業後は京都の花園
大学（禅の研究に力を注ぐ臨済宗立の仏
教系大学）へ進学します。僧侶になる為

の勉学を横目にアル
バイトに奮起し見聞
を広めた大学生時
代。大阪でサラリー
マン生活を６年間送
ります。日々の仕事
をこなす中、ふと
「このままこの仕事
を続けても良いのだ
ろうか？」と考え始
めます。縁ある人の

死に直面した時、何も出来なかったこと
の憤りや様々な思いが恵聡さんの心を動
かします。出家を決意し兵庫県西宮市で
修行をすることになります。しかし既に
家庭を持たれていた恵聡さん。奥様とは
別居生活、お互いを励まし支え合いなが
ら過ごしていきます。

【いくつもの縁に導かれて】

　僧侶としていくつかの岐路にたちなが
らも臼杵市に帰郷。その後、大分市のお
寺に副住職として務める事になります。
このままそのお寺の住職として過ごすつ
もりでいたのですが諸事情が恵聡さんを
実家である見星禅寺へと導いていきま
す。平成24年に住職になられました。現
在は津久見市の世
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の住職も兼務されています。

【十八世住職として】

　昔、お寺は人が集まる場所で人々の拠
り所でもありました。子どもに学問を教
えたり地域の人の助けになり人々の悩み
を聞いたりもしていました。「お寺の役割

は法要や法事を執り行う場所という認識
を変えていきたい。気軽にお寺へ来る機
会を増やしていきたい。その為には何が
必要かを考えていきたい」。代々受け継
がれた見星禅寺を次の代へと繋ぐことが
ご自分の果たす役割だと恵聡さんは話し
てくれました。
� （取材　みえ病院地域担当室　木村）
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帰巖会みえ病院
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1250番地1
TEL : 0974-22-2222

介護老人保健施設 泉の里
〒879-7111
大分県豊後大野市三重町赤嶺1254番地1
TEL : 0974-22-7885

ケアホーム青いみちIKI本館
〒879-7111
大分県豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-26-4170

ケアホーム青いみち
IKIおれんじ館
〒879-7111
大分県豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-22-0102

あさじ町クリニック
〒879-6222
大分県豊後大野市朝地町朝地906番地７
TEL : 0974-64-1234

清川巡回診療所
〒879-6903
大分県豊後大野市清川町砂田1877番地3
TEL : 0974-35-3561

みえ（豊肥）エリア うすき（中部）エリア
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　2025年1月31日をもち帰巖会としての
診療は終了しましたが、社会医療法人関愛
会が診療所を継承いただくことになりまし
た。中野先生も診療を続けます。
　この場をお借りし、中野先生をはじめ吉
野診療所のスタッフの皆さま、地域の皆さ
ま、そしてこれまで支えて頂きました多く
の皆さまに心より御礼申し上げます。

臨済宗妙心寺派　成道山　見星禅寺
〒875-0041　臼杵市大字臼杵277
電話：0972-62-3672

臼杵病院
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8100

ケアホーム竹あかり
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8110
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精進料理を提供する星月庵や、毎月1日に
は一般の人が参加できる座禅会が催され
ています。

帰巖会直耕団吉野診療所閉所の
お知らせ

安藤 恵聡さん
（一社）臼杵観光協会提供（一社）臼杵観光協会提供

見星禅寺（本堂） （一社）臼杵観光協会提供
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